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血液内科学講座 
 
 

論  文 
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〔シンポジウム〕 
 
池 成基, 池添隆之. DIC診断基準（旧厚生省）には満たさないものの抗凝固療法が必要であった凝固異常合併

症悪性リンパ腫症例の臨床的特徴. 第11回日本血栓止血学会学術標準化委員会シンポジウム; 20170121; 東京. 
 
池添隆之. 新しい敗血症診療ガイドラインとDIC診療の進歩 4：急性前骨髄球性白血病に合併するDICの治療

法の提案（日本救急医学会ジョイントシンポジウム）. 第39回日本血栓止血学会学術集会; 20170609; 名古屋. 
 
Kamata H (Discussant: Ikezoe T). Impact of clinical pharmacists collaborating with oncologists in outpatient 
cancer chemotherapy on cost of chemotherapy. 第15回日本臨床腫瘍学会学術集会; 20170727-29; 神戸. 
 
〔特別講演〕 
 
池添隆之. ランチョンセミナー：造血器腫瘍や造血細胞移植後に合併するDICの病態と診断・治療～SFの有用性

について. 第11回日本血栓止血学会学術標準化委員会シンポジウム; 20170121; 東京. 
 
七島 勉. PNH 過去・現在・未来. 福島血液学教育セミナー; 20170123; 福島. 
 
池田和彦. MPNの病態進行機序の解明と治療への展開：HMGA2の役割. MPN Scientific Seminar; 20170202; 
大阪. 
 
池添隆之. トロンボモジュリンが持つ新規な作用機序. 第5回岐阜血液DICセミナー; 20170210; 岐阜. 
 
池田和彦. 真性多血症の診断と治療に関する最近の話題. いわき血液学セミナー; 20170217; いわき. 
 
池添隆之. CMLを取り巻く最近の話題. いわき血液学セミナー; 20170217; いわき. 
 
池添隆之. トロンボモジュリン変異体を用いた移植後合併症への取り組み～GVHD編～. 第123回日本血液学会

東北地方会; 20170219; 仙台. 
 
七島 勉. PNHの臨床病態とその対策. 山形PNH講演会; 20170224; 山形. 
 
池添隆之. 様々な造血器腫瘍に合併したDICに対する rTMの効果. Hematology Forum in OWARI; 20170317; 



 

－88－ 

一宮. 
 
池田和彦. 骨髄増殖性腫瘍の病態と治療. The 3rd Mie Hematology Summit; 20170407; 津. 
 
池田和彦. 基調講演：MPNにおける病態と治療. 第11回神戸血液セミナー; 20170408; 神戸. 
 
池田和彦. 骨髄増殖性腫瘍における最近の話題. MPN Case Study Forum in KANAGAWA; 20170413; 横浜. 
 
池添隆之. 血管内皮細胞障害に起因する移植後合併症に対する取り組み. 第368回県北如山会学術講演会; 
20170418; 福島. 
 
池添隆之. トロンボモジュリンが持つ新規な作用機序. DIC Forum in Nagoya; 20170424; 名古屋. 
 
池添隆之. トロンボモジュリンが持つ新規な作用機序. 信州血液DICセミナー; 20170428; 松本. 
 
池添隆之. 移植治療最前線・福島及び福島医大での治療の実際. 第12回雪うさぎ10西の会; 20170513; 福島. 
 
池添隆之. 造血器腫瘍に合併したDICに対する遺伝子組換えトロンボモジュリンの効果. 第6回久留米・佐賀 

血液凝固を学ぶ会; 20170519; 久留米. 
 
池添隆之. 様々な血液腫瘍に合併したDICの特徴と治療法について. 第44回有明セミナー; 20170520; 東京. 
 
池添隆之. 造血器腫瘍に合併したDICに対する rTMの治療効果. Tohoku Hematology Seminar 2017; 20170601; 
仙台. 
 
池添隆之. HUSの病態と治療の進歩について. 第8回東北PNH研究会; 20170603; 仙台. 
 
池田和彦. 基調講演：MPN診療：最近の動向. MPN Case Study Forum in 酒田; 20170610; 酒田. 
 
池添隆之. 福島医大での造血細胞移植の実際と今後の取り組み. 第65回福島県農村医学学会総会; 20170617; 白
河. 
 
池添隆之. 福島県立医科大学附属病院における造血細胞移植後合併症への取り組み. 第11回会津血液研究会; 
20170621; 会津若松. 
 
池添隆之. TMの新規な抗炎症作用について. 第6回サイトカインストーム研究会; 20170623; 宇都宮. 
 
池添隆之. 移植適応患者におけるアザシチジンの使用経験. 第 26回ビザーダWebカンファランス; 20170626; 福
島. 
 
池添隆之. トロンボモジュリンが持つ新規な作用機序. 第25回大阪DIC研究会; 20170628; 大阪. 
 
池添隆之. 骨髄腫治療における当科の3剤併用療法の使用状況. 南東北骨髄腫セミナー; 20170703; 仙台. 
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池添隆之. 造血器腫瘍に合併するDICの病態と治療戦略. 山梨 Hematology Seminar; 20170707; 甲府. 
 
池添隆之. 福島県立医科大における造血幹細胞移植の現状と今後の取り組み. 第31回山形造血器疾患研究会共催

セミナー; 20170715; 山形. 
 
池添隆之. 近年のリンパ腫診療の進歩について. 第8回東北FDG-PET研究会; 20170729; 盛岡. 
 
池添隆之. 福島医大の造血細胞移植の現状と今後の取組み. 第 49回如山会 郡山・県南地区フォーラム「夏の集

い」; 20170803; 郡山. 
 
池添隆之. 造血細胞移植後の凝固異常症の病態と治療について. 第3回造血幹細胞移植後の合併症に関する研究

会; 20170804; 大阪. 
 
池添隆之. 近年のリンパ腫診療の進歩について. 第150回県北臨床懇話会; 20170824; 福島. 
 
池添隆之. 移植後合併症における血管内皮障害のメカニズム －リコンビナントトロンボモジュリンを考察する－. 
第53回日本移植学会総会 ランチョンセミナー5; 20170908; 旭川. 
 
池添隆之. 基調講演：造血細胞移植後に発症する血栓性微小血管症 transplant-associated thrombotic 
microangiopathy(TA-TMA)の病態と課題. 第53回日本移植学会総会 臓器横断的シンポジウム; 20170908; 旭川. 
 
池添隆之. PTCLの病態の理解と治療の現状. Kitakawachi IMiDs Forum; 20170913; 大阪. 
 
池添隆之. PTCLの病態の理解と治療の現状. Kyoto T-Cell forum 2017; 20170915; 京都. 
 
池添隆之. 血液疾患に合併したDICの診断と治療の進歩. 第25回福島内科フォーラム; 20171118; 福島. 
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